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†　報告論文タイトル：

内生的時間選好率と復元可能領域における最適汚染水準

†　報告論文概要：

環境汚染から不利益をこうむる人々は、より活発な経済活動に直面するとき、それが環境汚染の

蓄積を加速するであろうという予想から自らの将来見通しすなわち時間選好率を変化させると考え

られる。その場合の社会経済と自然環境とが共存できる持続可能な汚染の水準について考察する。

考察の結果、人々がより活発な経済活動に直面して汚染蓄積がより進行するであろう将来よりも現

在をより重要視する場合に、経済活動と汚染蓄積の水準が同時に抑制されていくという一見逆説的

な最適経路が存在することを示す。また、外生的時間選好率の下での分析結果と異なり、持続可能

な汚染水準はそれが唯一でかつ動学的に不安定となってしまう場合があることを示す。
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